
国際協力時評

多様性と可能性
協力隊経験が拓く自分と世界の未来

駒形 朋子

　COVID-19の流行は、リアルな交流が遮断さ
れた一方で感覚的には世界が近くなり、また国
際協調の重要性を強く感じる機会にもなったの
ではないだろうか。本稿を読まれる方々の多く
は、オンラインで用事が済もうが現地に行きた
い気持ちを募らせていることと思う。
　私は、高い志ではなく、ただ好きで国際保健、
国際協力の仕事を続けている。いろいろな国で
人々に会い、日常生活を研究するのが好きなの
だ。そのきっかけは、協力隊だった。イスラーム
教を基盤としたパキスタンでの毎日は、それま
での価値観を軽 と々超える不思議なことばかり
で、それが私の人生を変えるスイッチとなった。
　私は首都の国立病院に看護師として配属さ
れ、パキスタン人の家族と生活していた。不思
議なことに出会わない日はなかったが、最大の
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　一般社団法人協力隊を育てる会の第46回通
常総会は、5月24日（月）に日本青年館での開
催を予定していたが、新型コロナウイルス感染
症の急速な再拡大とそれに伴う非常事態宣言の
発令を受け、書面での議決権の行使を会員に
呼び掛けて育てる会事務局にて実施、議案（第
1号議案：2020年度決算承認の件）が賛成多
数で承認された。
　昨年度は、コロナ禍により派遣中の全隊員が
一時帰国する中、「小さなハートプロジェクト」
や隊員のご家族を対象とした「現地視察の旅」

などの事業が中止となった他、会費収入、広告
収入なども減少するなど厳しい運営となった。
その一方、帰国隊員の一時的な増加に伴う受託
事業の増加、日本国内で活躍する帰国隊員を紹
介した「日本も元気にするJICA海外協力隊」
のパンフレット制作など新規受託事業の収入が
増加、最終的には経常収益計：117,812,429円、
経常費用計：117,658,999円、当期計上増減額
（税引前）は153,430円の黒字決算となった。
　また、第1部の議事終了後に予定していたシ
ンポジウム「地域を創る青年海外協力隊～『青
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シニア海外協力隊（東・中央アジアの累積隊員数が多い国）

衝撃は、着任初日の上司からの看護師の心得、
「勤務中に笑顔を見せない、男性の患者さんに
優しく接しない」であった。異なる社会の文脈
では、自分の当たり前がまったく別の意味にな
ると学び、異文化感受性を得たことは、何より
の財産になったと思う。また絶え間ない（ときに
は疲れる）井戸端会議のおかげで、イスラームの
女性の考え方や行動を日常レベルで理解でき、
またウルドゥー語を流暢に話せるようになったこ
とも、その後の人生の大きな彩りとなった。帰
国後、大学院で学び研究の道に進むとは思い
もよらなかったが、まさかの選択肢をあえて選ぶ
ような度胸も、協力隊経験の賜物かもしれない。
　現状で活動する隊員のみなさんには、まず大
きな称賛を送りたい。不安定や予想外な状況で
の経験は、うまくいってもいかなくても必ず力に
なる。はからずもパンデミックが証明した不可
逆のグローバル化はますます加速し、相互の価
値観を尊重し協働することが不可欠になるだろ
う。そんな世界で、隊員経験を持つみなさんの
可能性は無限に広がっている。楽しく過ごし、
元気で帰国されることを心から祈る。

 国名 累計隊員数 （男性 /女性）
1 モンゴル 139 （113 /26）
2 ウズベキスタン 82 （71/11）
3 キルギス 40 （33 / 7）
4 中華人民共和国 33 （28 /5）
5 タジキスタン 16 （67/15）

年海外協力隊帰国者の意識等に関する調査研
究』から考える」も延期することになった。
　本シンポジウムは、今年3月に発表された「青
年海外協力隊帰国者の意識等に関する調査研
究」結果を踏まえて準備されていたもので、当
会の理事で本調査の発案者である明石要一氏
（教育学者）、教育評論家の尾木直樹氏（尾木
ママ）らを招き、コロナ禍という重圧が加わる中、
一般成人に比べ「何事にも前向きに取り組む」
「失敗しても再挑戦する」「叱られてもくじけな
い」といった特性が強い人材（協力隊経験者）
がウィズ／ポスト・コロナの新しい社会をどう創
っていくのか、そしてそのために育てる会が果た
す役割について考えるもの。
　現在、来年1月に開催予定の「新春の集い」
の場で実施する方向で調整を進めており、詳細
については、改めて発表予定。
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「挑戦!」

2022年版カレンダー写真募集
JICA海外協力隊でのあなたの「挑戦 !」
また一時帰国中、帰国後に協力隊経験を活かしたあなたの「挑戦 !」は何ですか？
どんな時代でも、どんな環境でも「挑戦 !」を続けることでよりよい未来を切り開いていきたい─
そんな皆さんの熱い「挑戦 !」、バラエティーに富んだ「挑戦 !」を集めて、
日本全国、そして世界中を元気にしたい。そんな想いを込めて今年もカレンダーを作成します。
皆さんの伝えたい想い、伝えたいコト、お待ちしています！

［応募対象写真］
◆  任国での活動写真
◆  任国の人々や子どもたちの写真
◆  スポーツ、平和、教育、医療・福祉、文化、生活が
伝わる写真

◆  新型コロナウイルスの世界的感染症拡大を受け、一
時帰国中に行った国内活動の写真

◆  帰国後、協力隊経験を活かした社会還元活動の写真
※隊員が被写体になっている写真も大歓迎
※高画質で撮影したデジタル写真であること　
※1人5点まで応募可能

［応募対象］
◆  派遣中、国内待機中、帰国後のJICA海外協力隊員
◆視察の旅参加者

［応募締切］
2021年6月30日（水）

［採用作品］
◆  厳選のうえ、採用作品は当会制作のカレンダーをはじめ当
会ならびに全国組織の広報素材として活用させて頂きます。

◆  不採用作品への連絡はいたしませんのでご了承ください。
◆  採用者には、完成したカレンダーを贈呈いたします。 

［応募上の注意］
◆  応募写真はカレンダーおよび当会ならびに全国組織のWEB
等、広報素材として使用させて頂く場合がございます。

◆  上記以外の目的に使用する場合は、使用の可否を応募者
に確認いたします。

◆  応募写真は被写体本人の了解を得たもので、肖像権等の
問題は応募者の責任とします。

［応募方法］
以下を明記の上、メールまたは当会Facebook
メッセージ欄へお送りください。
写真サイズが大きい場合は、ギガファイル便
等のネット上にアップロードしたものや、メー
ルを複数回に分けてお送りいただいてもかま
いません。
①名前（派遣国・隊次・職種）　
②写真の説明、ストーリーなど
③関連URLがあれば記載
　（カレンダー内にQRコードを設ける予定です）

［応募・問い合わせ］　
一般社団法人協力隊を育てる会 カレンダー係
E-mail : calendar＠sojocv.or.jp 

宮城県仙台市出身。長崎大学大学院医歯薬学総合研究科博士
課程修了。看護師として4年間の臨床経験後協力隊に参加。帰
国後大学院で学び、現在まで熱帯地域での公衆衛生や看護に
関する研究・教育を続けている。長崎大学熱帯医学研究所、千
葉大学大学院看護学研究科、日本看護協会、東京医科歯科大
学大学院保健衛生学研究科を経て、現在は国立国際医療研究
センター国際医療協力局で看護を中心とした国際協力事業や研
究に従事している。

締切り間近!!

THE SUPPORTING ORGANIZATION OF J.O.C.V.1

ひとりの若者の海外ボランティア活動によって、国際協力の輪が限りなく広がることを理解し、
その活動を支援するために『協力隊を育てる会』は歩みつづけたい
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感染再拡大で書面決議に
シンポジウムは来春に延期

第46回通常総会
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